
手付の交付（２０２５年５月１４日掲載）

まず売買契約書の内容確認を

【質問】

　家を買おうと思い、良さそうな物件があったので仲介業者を通じて売主に手付金

を払ってキープしました。その後、他に良い物件を見つけたのですが、断れますか。

【回答】

　民法上は、相手方が契約の履行に着手する前は、手付金を放棄して契約の解除を

することができる旨が規定されています（民法５５７条１項）。もっとも、手付金

を支払っているということは、売主との間で不動産の売買契約書を取り交わしてい

るかと思われます。一般的な不動産の売買契約書は、手付解除について定められて

いることが多く、その場合は原則として、民法の定めではなく契約書の内容に従う

ことになります。

　売買契約書に手付解除の規定がある場合、①契約書に定めた期間を徒過したとき

や、②相手方が契約の履行に着手したときを除いて、手付金を放棄して売買契約を

解除することができる旨が規定されていることがあります。

　そのような場合、契約書に記載された期間を過ぎてしまっていたら、①により、

手付金を放棄して契約を解除することはできません。次に、②の相手方が「履行に

着手した」かどうかですが、「履行に着手した」というのは、単なる準備行為だけ

でなく、外部から認識できるような形で履行行為の一部を行うことや、履行するた

めに欠くことのできない前提行為をしたことをいいます。

　裁判例では、売主が、家についている抵当権を消滅させるために住宅ローンを全

額返済した場合や、隣地との境界を確定する作業や転居先のリフォームを行ってい

た場合に、「履行に着手した」と認定されたケースがあります。もしそのような事

情があれば、手付金を放棄して契約を解除することはできません。

　履行に着手しているかは事案によってもさまざまですので、弁護士に相談に行く

ことをお勧めします。その際には、契約内容を確認してもらうため、売買契約書を

ご持参されるのがよいでしょう。

（弁護士　宮内貴之）

　


